
 

 

 

 

 

 

  

令和７年度の研修会がスタートしました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 №２ 

 

富山県教育委員会 教育みらい室 小中学校課 
富山県幼児教育センター 

Ｒ７．５ 

 

 

第１回幼児教育接続アドバイザー研修会 

【実 施 日】４月 23 日（水） 

【実施方法】参集 

【内  容】 

 ・令和７年度幼児教育センターの取組について 

 ・令和７年度幼児教育施設訪問研修について 

 ・よりよい訪問研修にしていくための協議 

 

第１回幼児教育接続研修会 

【実 施 日】４月 23 日（水） 

【実施方法】参集及びオンライン 

【内  容】 

 ・令和６年度の富山県の幼保小接続について 

 ・令和７年度の富山県の幼保小接続について 

 架け橋期をコーディネートする市町村の人材育

成を支援しようと新設した研修会です。 

本研修は、訪問研修で幼・小の先生方と関わる

機会のある幼児教育接続アドバイザー、推進リー

ダーと市町村から希望のあった行政担当者、小学

校教員等が受講しています。 

 

 第１回幼児教育接続研修会 
【実 施 日】４月 23 日（水） 

【実施方法】参集及びオンライン 

【内  容】 

 ・令和６年度の富山県の幼保小接続について 

 ・令和７年度の富山県の幼保小接続について 

幼保小接続推進委員会 

【実施日】４月 18日（金） 
【参加者】東西教育事務所幼児教育担当主事４名 
【内 容】教育事務所と幼児教育センターの連携に 
     ついて、年間予定を基に協議、共通理解 
     ※今後、不定期に開催 

  

（後列）宮﨑AD 小島 AD 中西 AD 南 AD  
（前列）高見 SV 福井AD 老田 AD 新夕 SV 

波岡AD  

 

○ 参加者の立場に応じた支援の在り方を考える場にしていきます。 

○協議では、保育公開後の研修会の在り方について熱心な議論が交わされました。※詳しくは裏面へ→→→ 

 

各市町村の取組についての紹介 

幼児教育接続アドバイザーも受講 

○ 連絡を密にし、幼保小接続の推進に努めます。 

 



令和７年春の叙勲で、無藤 隆 氏（富山県幼児教育推進連絡議会特別委員）が瑞宝中綬章を、

小島 伸也接続アドバイザーが瑞宝双光章を受けられました。おめでとうございます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈５月の主な予定〉 
 
７日(水) 市町村幼保小接続推進連絡協議会

（オンライン） 
15日(木) 新規採用教員研修会  
16日(金) 幼児教育接続推進リーダー 

育成研修開講式 
19日(月) 幼児教育接続推進リーダー研修 

開講式 
第２回幼児教育接続研修会 

（オンライン） 
28日(水) 幼児教育接続アドバイザー、推進

リーダー、育成研修受講者研修      
（オンライン） 

【講義】京都大学 教授 
明和 政子 氏 

29日(木)～ 
30日(金)幼児教育担当指導主事会議 
             （オンライン） 

 

 

 

架け橋期※の教育充実を目指して ※ 架け橋期とは５歳児の１年
間と小学校１年生の１年間、
合わせて２年間のことです。 

 昨年度、幼保小接続推進に向けて、各市町村のみ

なさんには令和１０年度までの取組ロードマップ

を作成していただきました。 

 市町村のロードマップには、幼児教育施設数や小

学校数、これまでの取組状況等が色濃く反映されて

います。 

 １校１園・所で接続する場合は、現場の先生方に

とっても接続対象が明確で、取組の見通しがもちや

すいと言えます。日頃から関係者が集まる機会があ

る場合、無理なくカリキュラム開発会議を開催・継

続することが可能となります。 

 しかし、各市町村における幼保小接続の現状は

様々です。市町村の幼保小接続担当の方には、他部

局との情報共有や園・所、校の実態把握をお願いい

たします。その際、ぜひ、幼児教育センター主催の

訪問研修や市町村幼保小接続推進連絡協議会、その

他、様々な研修会等を上手に活用していただけたら

と思います。 

 文部科学省では、「幼保小の架け橋プログラムの

実施に向けての手引き（初版）」において「実施に必

要なことにおける自治体での支援の進め方（各フェ

ーズ）」を示しています。県では、市町村のみなさん

に作成していただいたロードマップを基に、令和７

年度の県全体の動きは『フェーズ２「架け橋期のカ

リキュラムの検討・開発」からフェーズ３「架け橋

期のカリキュラムの実施・検証」への移行』の段階

にあるのではないかと捉えています。 

 しかし、手引きに示されている進め方が、市町村

の現状にそぐわない場合もあるかもしれませんの

で、柔軟に対応していただきたいと思います。 

 迷ったり困ったりされた場合は、ぜひ幼児教育セ

ンターまでお声がけください。一緒に考えていきま

しょう。 

「幼児教育の理解」や「幼保小接続」等について学び

の場が欲しい…と思われたことはありませんか？幼教セ

ではご希望に応じて講師派遣のお手伝いをいたします。

いつでもご相談ください。お待ちしています！ 

幼児教育施設訪問研修の 
事後研修について 

幼児教育施設は、それぞれに歴史があり、教

育・保育に対する考え方も異なります。 

第１回幼児教育接続アドバイザー研修会で

は、どの幼児教育施設においても「明日からの保

育が楽しみだ」と実感してもらえるような研修

の在り方について話題に上がりました。訪問す

る側として、参加してくださった先生方ご自身

が、はっと気付いたり、「それやってみよう」と

思えたりできる研修の在り方について、もっと

深く考えていきたいという意見が多く出されま

した。 

訪問されるアドバイザー等の先生方の、幼児

教育に対する熱い思いを改めて感じた研修会と

なりました。 


